
は
じ
め
に

二
〇
年
前
の
一
二
月
、
旧
改
正
証
券
取
引
法
が
施
行
さ
れ
、
証
券
業
は
免
許
制
か
ら
原
則
登
録
制
（
１
）

に
移
行
し
た
。
登
録
制
下
で
は
、

登
録
要
件
さ
え
満
た
せ
ば
監
督
官
庁
は
証
券
業
へ
の
参
入
を
拒
否
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
利
益
が
見
込
め
る
と
思
え
ば
新
規
参

入
を
図
る
動
き
が
加
速
し
て
業
者
数
は
増
え
て
く
る
し
、
逆
に
利
益
が
減
少
し
て
赤
字
に
陥
る
と
思
わ
れ
れ
ば
退
出
す
る
業
者
が
増

え
て
、
業
者
数
は
減
少
す
る
。
こ
れ
は
業
種
を
問
わ
ず
、
一
般
に
見
受
け
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
登
録
制
に
移
行
し
た
一
九
九
〇
年

代
末
以
降
、
日
本
証
券
業
協
会
に
加
盟
す
る
業
者
の
営
業
利
益
と
社
数
の
推
移
を
み
る
と
、
同
様
の
現
象
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
二
〇
一
三
年
あ
た
り
か
ら
、
こ
れ
と
は
や
や
異
な
る
現
象
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
登
録
制
以
後
、
今
日
ま
で
の
二
〇
年
間
に
つ
い
て
日
本
証
券
業
協
会
（
以
下
、
単
に
『
協
会
』
と
略
す
）
加

盟
の
業
者
数
、
営
業
利
益
、
利
益
率
の
推
移
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
な
か
で
、
新
規
参
入
・
退
出
状
況
に
お
け
る
最
近
の
変
化
を
整

理
し
て
み
た
い
。

１
　
協
会
員
数
と
営
業
利
益
の
増
減

あ
る
業
者
が
新
規
参
入
を
決
意
し
て
か
ら
『
協
会
』
へ
加
入
を
果
た
す
ま
で
に
は
、
一
定
程
度
の
時
間
を
要
す
る
。
た
と
え
ば
、

会
社
を
新
設
し
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
を
済
ま
せ
『
協
会
』
に
加
入
す
る
ま
で
に
ほ
ぼ
二
〜
三
年
か
か
っ
て
い
る
（
２
）。

そ
こ

（1）

満
二
〇
年
を
迎
え
た
証
券
業
の
登
録
制

二
上
季
代
司



で
、『
協
会
』
加
入
の
業
者
数
の
年
次
を
三
年
ほ
ど
前
倒
し
さ
せ
、
営
業
利
益
の
増
減
や
売
上
高
利
益
率
の
上
昇
・
下
降
の
動
き
と

重
ね
て
描
図
し
た
の
が
図
表
１
―
１
お
よ
び
図
表
１
―
２
で
あ
る
（
た
と
え
ば
一
九
九
九
年
三
月
期
の
協
会
員
数
二
八
五
社
は
、
実

際
に
は
二
〇
〇
二
年
三
月
期
の
数
字
で
あ
る
）。

こ
れ
ら
二
つ
の
図
か
ら
は
、
営
業
利
益
が
増
え
れ
ば
（
あ
る
い
は
売
上
高
営
業
利
益
率
が
上
昇
す
れ
ば
）
協
会
員
数
は
増
加
し
、

利
益
が
減
れ
ば
（
利
益
率
が
低
下
す
れ
ば
）
減
少
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
相
場
上

昇
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
二
〇
一
二
年
末
以
降
、
こ
う
し
た
社
数
増
減
と
利
益
増
減
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
は
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
協
会
員
数
は
二
〇
一
五
年
度
（
三
年
先
行
さ
せ
た
場
合
は
二
〇
一
三
年
三
月
期
）
に
ボ
ト
ム
を
打
っ
て
二
四
九
社
と
な
っ

て
い
る
。
二
〇
一
三
年
三
月
期
と
い
え
ば
、
そ
の
期
中
に
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
相
場
」
が
始
ま
っ
た
決
算
期
に
あ
た
る
。
そ
の
翌
期
に

は
相
場
回
復
と
と
も
に
営
業
利
益
は
急
増
、
利
益
率
も
急
上
昇
す
る
。
そ
の
後
、
現
在
ま
で
利
益
の
伸
び
悩
み
は
あ
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
横
ば
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
他
方
、
協
会
員
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
①
直
近
の
二
六
二
社
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の

ボ
ト
ム
だ
っ
た
二
六
五
社
（
二
〇
〇
四
年
三
期
、
三
年
先
行
の
図
で
は
二
〇
〇
一
年
三
月
期
）
を
な
お
下
回
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

②
二
〇
一
四
年
度
以
降
は
利
益
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
数
は
緩
や
か
な
が
ら
な
お
増
加
の
動
き
を
止
め
て
い
な

い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
ま
り
、
新
規
参
入
・
退
出
を
動
機
付
け
て
い
る
理
由
と
し
て
、
単
に
営
業
利
益
の
増
減
や
利
益
率
の
上
下
以
外
の
要
因
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
ボ
ト
ム
を
打
っ
た
年
次
（
実
際
に
は
二
〇
一
五
年
度
）
の
社
数
二
四
九

社
か
ら
三
年
後
の
直
近
の
社
数
二
六
二
社
に
至
る
ま
で
の
参
入
・
退
出
の
業
者
の
属
性
を
調
べ
て
み
よ
う
。

（2）



（3）

図
表
１
－
１
　
営
業
損
益
と
協
会
員
数
の
推
移
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－
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262

営
業
損
益
（
10億

円
、
右
目
盛
）

社
数
（
3年
先
行
、
左
目
盛
）

259
255

249

1999年
3月
期

2000年
3月
期

2001年
3月
期

2002年
3月
期

2003年
3月
期

2004年
3月
期

2005年
3月
期

2006年
3月
期

2007年
3月
期

2008年
3月
期

2009年
3月
期

2010年
3月
期

2011年
3月
期

2012年
3月
期

2013年
3月
期

2014年
3月
期2014年

度2015年
度2016年

度2017年
度

1999年
3月
期

2000年
3月
期

2001年
3月
期

2002年
3月
期

2003年
3月
期

2004年
3月
期

2005年
3月
期

2006年
3月
期

2007年
3月
期

2008年
3月
期

2009年
3月
期

2010年
3月
期

2011年
3月
期

2012年
3月
期

2013年
3月
期

2014年
3月
期2014年

度2015年
度2016年

度2017年
度

（
注
１
）
金
融
商
品
取
引
法
改
正
に
よ
る
事
業
年
度
規
制
の
見
直
し
に
伴
い
、

2014年
４
月
以
降
は
変
則
決
算
会
社
（
た
と
え
ば

12月
決
算
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
加
入
業
者
の
決

算
年
度
ご
と
に
集
計
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
年
次
の
表
記
も
「
年
度
」
と
し
て
い
る
。

（
注
２
）
営
業
利
益
は
、「
純
営
業
収
益（
受
入
手
数
料
＋
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
損
益
＋
純
金
融
収
入
＋
そ
の
他
営
業
収
益
）」－「

販
売
・
管
理
費
」

（
注
３
）
社
数
は
実
際
の
年
次
よ
り
３
年
先
行
さ
せ
て
い
る
。
な
お

2015年
度
の

262社
は

2018年
11月

15日
現
在
の
社
数
を
採
っ
て
い
る
。

（
出
所
）
日
本
証
券
業
協
会
監
査
２
部
「
会
員
の
決
算
概
況
」
よ
り
作
成



（4）

図
表
１
－
２
　
売
上
高
営
業
利
益
率
と
協
会
員
数
の
推
移

社
数
（
３
年
先
行
、
左
目
盛
）

売
上
高
営
業
利
益
率
（
右
目
盛
）

285

271

265
267

288

303
308

316

300

289

277

253

250
251

249
255

259

262

－
20.0%

－
10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

220

1999年
3月
期

2000年
3月
期

2001年
3月
期

2002年
3月
期

2003年
3月
期

2004年
3月
期

2005年
3月
期

2006年
3月
期

2007年
3月
期

2008年
3月
期

2009年
3月
期

2010年
3月
期

2011年
3月
期

2012年
3月
期

2013年
3月
期

2014年
3月
期2014年

度2015年
度2016年

度2017年
度

240

260

280

300

320

340

（
注
）
売
上
高
営
業
利
益
率
は
、「
営
業
損
益
」÷「

純
営
業
収
益
」

（
出
所
）
図
表
１
－
１
に
同
じ



２
　
あ
ら
た
な
分
類
基
準
に
よ
る
業
者
類
型
化

ま
ず
協
会
員
を
、（
１
）
業
務
特
性
、（
２
）
株
主
構
成
、（
３
）
規
模
別
、（
４
）
本
店
所
在
地
別
等
の
分
類
基
準
を
使
っ
て
類
型

化
し
て
み
る
と
図
表
２
―
１
（
二
〇
一
五
年
度
）、
図
表
２
―
２
（
二
〇
一
八
年
度
一
一
月
一
五
日
現
在
）
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
図
表
の
見
方
を
説
明
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
業
務
特
性
か
ら
の
分
類
】

一
九
九
〇
年
代
末
の
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
関
連
法
施
行
以
後
、
ネ
ッ
ト
専
業
証
券
が
台
頭
し
、
そ
の
後
は
、
資
産
運
用
会
社
・
フ

ァ
ン
ド
組
成
業
者
、
外
為
証
拠
金
業
者
な
ど
伝
統
的
な
証
券
業
務
を
一
切
行
わ
な
い
業
者
も
『
協
会
』
に
加
入
す
る
事
例
が
多
く
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
①
一
般
顧
客
向
け
に
、
②
伝
統
的
な
証
券
業
務
を
行
い
、
か
つ
③
対
面
営
業
を
基
本
と
す
る
業
者
を
「
伝
統
的

証
券
ビ
ジ
ネ
ス
」、
そ
れ
以
外
を
「
非
伝
統
的
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
類
型
区
分
し
た
。

【
株
主
構
成
か
ら
の
分
類
】

他
方
、
外
国
証
券
会
社
在
日
支
店
が
国
内
法
人
化
す
る
動
き
が
加
速
し
た
た
め
、
設
立
根
拠
法
に
基
づ
い
て
外
国
証
券
、
国
内
証

券
と
定
義
づ
け
る
こ
と
が
無
意
味
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
外
国
証
券
、
国
内
証
券
の
区
分
基
準
は
株
主
属
性
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
外
国
証
券
の
場
合
も
、
業
務
特
性
の
観
点
か
ら
二
分
し
た
後
、
伝
統
的
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
の
業
者
に
つ
い
て
は
規
模
別
基
準
を

導
入
し
、
従
業
員
数
上
位
一
〇
社
を
外
資
系
大
手
投
資
銀
行
と
し
、
そ
の
他
は
外
資
系
中
堅
・
中
小
証
券
に
区
分
し
て
い
る
。

他
方
、
国
内
証
券
に
つ
い
て
は
、
株
式
を
上
場
し
て
「
市
場
規
律
」
に
さ
ら
さ
れ
る
「
上
場
証
券
」
と
「
非
上
場
証
券
」
に
区
分

し
て
い
る
。「
上
場
証
券
」
に
つ
い
て
は
単
体
で
は
非
上
場
で
あ
っ
て
も
グ
ル
ー
プ
全
体
の
中
で
中
核
的
な
子
会
社
で
あ
る
場
合
に

は
「
上
場
証
券
」
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
規
模
格
差
が
大
き
い
た
め
大
手
証
券
の
み
は
別
分
類
と
し
て
い
る
。

他
方
、「
非
上
場
」
の
場
合
、
銀
行
系
証
券
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
た
。
銀
行
系
の
場
合
は
親
銀
行
の
経
営
戦
略
に
左
右
さ
れ
る

（5）



（6）

図表２－１　類型分類表（2015年度）

（出所）各社有価証券報告書、ホームページ、新聞雑誌そのほか公開資料に基づき分類。
合計

類型

158

社数

6
91

そのほか
249

伝統的証券
ビジネス

非伝統的
ビジネス

独立系大手 3 2 1
銀行系 23 22 1

メガバンク系 5 1
地銀系 14
その他銀行系 3

上場証券 16 16
外国証券 64 35 29

投資銀行（従業員上位10社） 10
資産運用・ファンド・証券化・金融
仲介

21

そのほか証券関連業 2

ネット 3
FX 3
PTS 2
中堅・中小 25

中堅・中小証券 83 83
東京 20
大阪 8
愛知 7
関東・甲信越 9
近畿 9
中部・東海 6
北陸 8
中国 3
四国 6
九州・沖縄 4
北海道・東北 3

日系非伝統的 60 60
資産運用 5
ファンド組成 10
証券化・流動化 6
ネット 9
FX 16
PTS 6



（7）

図表２－２　類型分類表（2018年度）

（注）2018年度は2018年11月15日現在。
（出所）図表２－１に同じ

合計

類型

165

社数

6
97

そのほか
262

伝統的証券
ビジネス

非伝統的
ビジネス

独立系大手 3 2 1
銀行系 29 29

メガバンク系 4
地銀系 22
その他銀行系 3

上場証券 15 15
外国証券 74 40 34

投資銀行（従業員上位10社） 10
資産運用・ファンド・証券化・金融
仲介

26

そのほか証券関連業 2

ネット 3
FX 3
PTS 2
中堅・中小 30

中堅・中小証券 79 79
東京 21
大阪 8
愛知 7
関東・甲信越 8
近畿 8
中部・東海 5
北陸 8
中国 3
四国 6
九州・沖縄 1
北海道・東北 4

日系非伝統的 62 62
資産運用 5
ファンド組成 9
証券化・流動化 5
ネット 13
FX 16
PTS 6



た
め
、「
銀
行
系
」
証
券
と
し
、
そ
の
中
で
も
メ
ガ
バ
ン
ク
系
、
地
銀
系
、
そ
の
他
銀
行
系
と
細
分
化
し
て
い
る
。
非
上
場
で
、
銀

行
系
以
外
の
業
者
は
規
模
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
「
中
堅
・
中
小
証
券
」
と
一
括
し
、
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
本
店
所
在
地
別
（
３
）

に
再
分
類
し

て
い
る
。

３
　
近
年
の
参
入
・
退
出
の
特
徴

以
上
の
分
類
基
準
に
基
づ
い
て
協
会
員
各
社
を
類
型
化
し
た
場
合
、
直
近
三
年
間
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
参
入
・
退
出
状
況
が

み
ら
れ
た
。

【
外
国
証
券
】

外
国
証
券
会
社
で
は
資
産
運
用
会
社
や
フ
ァ
ン
ド
組
成
業
者
が
五
社
増
え
た
こ
と
、
中
堅
中
小
証
券
で
は
営
業
譲
渡
等
で
三
社
が

退
出
し
た
が
、
七
社
が
新
規
に
加
入
、
一
社
が
日
系
証
券
を
買
収
し
て
、
差
引
き
五
社
増
え
て
い
る
。
な
お
、
中
堅
・
中
小
に
分
類

し
た
新
規
加
入
の
外
国
証
券
会
社
の
業
務
内
容
を
み
る
と
、
海
外
の
親
銀
行
が
日
本
の
機
関
投
資
家
向
け
（
お
よ
び
リ
テ
ー
ル
証
券

業
者
向
け
）
に
金
融
商
品
を
卸
売
す
る
た
め
に
設
立
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
結
果
、
外
国
証
券
は
六
四
社
か
ら
七
四
社
へ
一
〇
社

増
と
な
っ
て
い
る
。

【
銀
行
系
】

次
に
銀
行
系
で
は
、
メ
ガ
バ
ン
ク
系
が
合
併
・
営
業
譲
渡
等
に
よ
り
差
引
き
二
社
減
っ
た
半
面
、
地
銀
系
証
券
会
社
が
新
設
お
よ

び
既
存
証
券
会
社
買
収
に
よ
り
八
社
増
え
た
。
こ
の
結
果
、
銀
行
系
証
券
会
社
も
二
三
社
か
ら
二
九
社
へ
六
社
増
加
し
て
い
る
。

【
中
堅
・
中
小
】

他
方
、
中
堅
・
中
小
証
券
で
は
、
東
京
で
一
社
、
北
海
道
で
一
社
、
新
規
に
加
入
し
た
も
の
の
、
関
東
、
近
畿
、
東
海
で
各
一
社
、

（8）



九
州
・
沖
縄
で
二
社
が
退
出
、
一
社
が
地
銀
に
買
収
さ
れ
た
た
め
、
八
三
社
か
ら
七
九
社
へ
と
四
社
減
少
し
て
い
る
。

【
非
伝
統
的
ビ
ジ
ネ
ス
】

こ
の
業
態
で
は
、
証
券
化
や
フ
ァ
ン
ド
組
成
を
業
務
内
容
と
す
る
三
社
が
営
業
譲
渡
や
廃
業
で
退
出
す
る
反
面
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
資
産
運
用
や
モ
バ
イ
ル
端
末
を
利
用
し
た
非
対
面
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
）
で
の
証
券
投
資
、
ダ
ー
ク
プ
ー

ル
を
利
用
し
た
株
式
投
資
を
手
掛
け
る
業
者
な
ど
が
五
社
、
増
え
て
い
る
。
人
工
知
能
を
利
用
し
た
資
産
運
用
や
分
散
投
資
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
取
引
を
個
人
顧
客
向
け
に
提
供
す
る
な
ど
、
最
近
の
「
フ
ィ
ン
・
テ
ィ
ッ
ク
」
現
象
を
体
現
す
る
よ
う
な
動
き
が
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
は
顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
若
年
層
の
長
期
貯
蓄
資
金
に
あ
て
、
少
額
投
資
で
も
採
算
が
と
れ
る
よ
う
に
極
力
、
省
人
化
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
こ
の
業
態
で
は
、
六
〇
社
か
ら
六
二
社
に
増
え
て
い
る
。

【
地
域
別
の
増
減
状
況
】

次
に
観
点
を
変
え
て
、
地
域
別
に
業
者
の
増
減
状
況
を
み
て
お
こ
う
。

地
方
に
展
開
す
る
業
者
は
、
す
べ
て
リ
テ
ー
ル
証
券
業
に
特
化
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
リ
テ
ー
ル
に
特
化
し
て
い
る
業
態
、

す
な
わ
ち
「
上
場
証
券
」、「
地
銀
系
証
券
」、「
中
堅
・
中
小
証
券
」
の
三
類
型
を
抜
き
出
し
て
み
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
三
大
都
市
圏
や
そ
の
周
辺
よ
り
も
、
東
北
、
北
陸
、
九
州
な
ど
地
方
に
お
い
て
業
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
地
銀
系
の
証
券
子
会
社
新
設
や
地
場
証
券
買
収
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
地
銀
系
証
券
は
二
二
社
を
数
え
る
。

そ
の
本
店
所
在
都
市
を
み
る
と
、
東
北
（
福
島
、
仙
台
）、
甲
信
越
（
長
岡
、
上
田
）、
北
陸
（
富
山
）、
中
国
（
岡
山
、
広
島
、
下
関
）、

四
国
（
松
山
）、
九
州
・
沖
縄
（
福
岡
、
熊
本
、
那
覇
）
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
預
貸
金
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
地
銀
の
本
業
そ

の
も
の
が
振
る
わ
な
い
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

登
録
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
証
券
業
界
も
商
機
が
あ
れ
ば
参
入
し
、

そ
の
期
待
が
薄
け
れ
ば
退
出
す
る
、
と
い
う
ご
く
普
通
の
業
界
へ
変

わ
っ
た
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
「
商
機
」
自
体
の
中
身
も
変
化
し
て

い
る
。
こ
こ
数
年
の
加
入
・
退
出
状
況
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、

①
金
融
商
品
の
製
造
サ
イ
ド
で
あ
る
資
産
運
用
会
社
や
フ
ァ
ン
ド
組

成
会
社
が
、
機
関
投
資
家
や
リ
テ
ー
ル
業
者
向
け
に
販
売
を
企
図
し

て
参
入
す
る
ケ
ー
ス
（
外
資
系
に
多
い
）、
②
本
業
の
不
振
を
補
う
た

め
、
投
信
や
外
債
の
販
売
な
ど
の
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
す
べ
く

地
銀
が
証
券
子
会
社
を
設
立
す
る
（
あ
る
い
は
買
収
す
る
）
ケ
ー
ス
、

③
こ
れ
ま
で
コ
ス
ト
的
に
見
合
わ
ず
未
開
拓
だ
っ
た
ロ
ッ
ト
の
小
さ

な
証
券
投
資
を
大
量
の
口
座
設
定
で
か
つ
安
価
に
（
い
わ
ば
「
薄
利

多
売
」
で
）
手
が
け
る
べ
く
「
フ
ィ
ン
・
テ
ィ
ッ
ク
」
技
術
の
活
用

を
図
る
ケ
ー
ス
、
な
ど
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
三
つ
の
潮
流

は
、
相
場
の
動
向
、
し
た
が
っ
て
業
界
の
利
益
動
向
に
は
即
自
的
に

左
右
さ
れ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
業
者

の
参
入
意
欲
は
衰
え
な
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
収
入
構
成
の
中
身
も
徐
々
に
変
化
し
て
お
り
、
株
式
委
託

（10）

図表３　地域別の３類型社数変化（2015年度～2018年度）

（注１）「関東・甲信越」、「近畿」、「中部・東海」については、それぞれ、東京、大阪、愛知の本店
業者は除く。

（注２）2018年度は2018年11月15日現在。
（出所）『金融庁の一年』各年版、日本証券業協会『証券業報』「協会通知」、各社ディスクロージャ

ー誌に新聞報道そのほかを加え、筆者作成。

合計

本店所在地域

4
22

中堅・中小証券

2
8

九州･沖縄 4 1 －3
83 79 －4

地銀系証券

2
14

2015年度 2018年度 増減 2015年度 2018年度 増減
東京 20 21 1
大阪 8 8 1 1
愛知 7 7

中国 3 3 3 3
四国 6 6 1 1

上場証券
2015年度 2018年度 増減

10 9 －1
3 3
2 2

関東・甲信越 9 8 －1 5 7 2
近畿 9 8 －1 1 1
中部・東海 6 5 －1 2 2
北海道・東北 3 4 1 2 2
北陸 8 8 1 1 1 1

16 15 －1



手
数
料
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
下
し
、
ま
た
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
収
益
性
も
低
下
し
て
い
る
た
め
、
相
場
が
好
転
し
て
も
、
伝
統
的
な
ブ
ロ

ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
業
務
を
志
向
す
る
業
者
は
参
入
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
協
会
員
数
の
絶
対
的
水
準

が
い
ま
な
お
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
ボ
ト
ム
を
下
回
っ
て
い
る
要
因
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注（
１
）

「
原
則
」
と
い
う
意
味
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
な
ど
一
部
に
認
可
制
の
業
務
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

（
２
）

『
協
会
』
加
入
要
件
は
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
者
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
店
頭
金
融
先
物
業
者
は
除
く
）
だ
が
、
既
存
の
業
者
が
新

規
に
加
入
す
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
①
投
資
運
用
業
者
が
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
の
登
録
（
変
更
登
録
）
を
行
っ
て
加
入
す
る

場
合
、
②
店
頭
外
為
証
拠
金
業
者
（
Ｆ
Ｘ
）
が
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
た
と
え
ば
東
京
金
融
商
品
取
引
所
の
「
く
り
っ
く
３
６
５
」）

も
手
が
け
る
場
合
な
ど
で
あ
る
（
日
本
証
券
業
協
会
『
定
款
』
五
条
等
を
参
照
）。
こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
参
入
を
決
意
し
て
か
ら
『
協
会
』

加
入
ま
で
の
時
間
は
も
っ
と
短
く
な
る
だ
ろ
う
。

（
３
）

本
店
所
在
地
別
の
分
類
は
、『
協
会
』
地
区
協
会
と
重
な
る
が
、
同
一
で
は
な
い
（
た
と
え
ば
沖
縄
）。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
主
任
研
究
員
）
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